
第7章　事後学習ワークシート　
1．1歳～2歳の子どもへの保育者の関わりについて，適切であるものには○，不適切であるとものには×を付けよう。
【　】(1)心と体の健康は，相互に密接な関連があるものであることを踏まえ，子どもの気持ちに配慮した温かい触れ合いの中で，心と体の発達を促す。
【　】(2)一人一人の発育に応じて，体を動かす機会を十分に確保し，自ら体を動かそうとする意欲が育つようにする。
【　】(3)食事の場面では自分で食べる意欲を大切にするけれども，まだこぼすことも多いため，しっかり栄養を摂ることができるようになるべく保育者が食べさせるようにする。
【　】(4)玩具等は，音質，形，色，大きさ等，子どもの発達状態に応じて適切なものを選び，遊びを通して感覚の発達が促されるように工夫する。
【　】(5)探索活動が十分できるように，事故防止に努めながら活動しやすい環境を整え，全身を使う遊びなど様々な遊びを取り入れる。
【　】(6)排泄の習慣を身に着けさせるためには，失敗したときにしっかり注意して，一緒に片づけをする。
2．以下の事例について「子どもの気持ち」に着目し，子どもの発達の状況に留意しながら保育者としてどのような援助をすればよいか200字程度で考察してみよう。

考察（200字程度）

3．例を参考にしながら，子どもの遊びを考えてみよう。
例）「でこぼこ山をわたろう」
【対象・時期】　1歳児・秋～冬
【準備するもの】ウレタン積み木
・いろいろな形（立方体や直方体，かまぼこ型）のウレタン積み木を並べる。
・並べるときは，ところどころ高さを凸凹にする。

【遊び方】ウレタン積み木の上を歩いてわたる。
【楽しみ方】高さのある積み木の上をちょっとドキドキしながら歩く。段差や角等ではバランスを取るのが難しいところを慎重にわたる。

【配慮すること】

・スタート地点は低い積み木にして歩くことがまだ不安定な子どもものぼりやすくする。
・途中にある低い積み木のところからのぼろうとする子どもが，まっすぐ歩いてきている子どもにぶつからないようにする。
・角の部分は転びやすくなるため，保育者が見守れるようにする。
・歩いているうちに積み木がズレると転びやすくなるため，ズレたら戻すようにする。
(1) 1歳児の運動あそびを考えてみよう。
【対象・時期】　
【準備するもの】
【遊び方】
【楽しみ方】
【配慮すること】
(2) 2歳児の運動あそびを考えてみよう。

【対象】　
【時期】　
【準備するもの】
【遊び方】
【楽しみ方】
【配慮すること】
2歳児のそうた君は、春に入園したばかりです。まだ一人で遊ぶことの多かった5月の下旬、園庭にあった三輪車を見つけて乗ろうとします。両足をペダルにかけてこごうとしますが、ペダルが動かず前に進めません。園庭では、年中さんが三輪車に乗って楽しそうに遊んでいます。そうた君は、何度か三輪車から降りかけますが、周りで年中さんがこぐ三輪車の足元をじっと見て再び三輪車に乗り直します。
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